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成 29年度の家庭系食品ロスの内訳は図 1.1に示す [2]．本研究では，家庭系食品ロスの中で
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図 3.3: 物が 1つ冷蔵庫内に置かれた場合のフロー
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図 4.2: 開発したトップページ
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図 4.3: 開発した食材リストの webページ
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図 4.4: 開発した賞味期限リストの webページ
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第5章 実験・結果
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図 5.1: 予備実験 1:時間経過によるデータ状態変化のグラフ
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手順としては，100 gから 1500 gまで 100 g刻みに出力データを取得する．それらの任意
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図 5.3: 感圧センサの荷重による抵抗変化量 [18]
図 5.4: 抵抗RMの値に対する感圧センサの荷重による出力電圧の変化 [18]
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を出力電圧の幅が最も大きくするように最適化した．その結果，本実験環境内では，抵抗
RMの値が約 3.9 kΩであると出力電圧の幅が最も大きくなった．
これより，抵抗RMの値を 4 kΩとしてもう一度実験を行なった．結果として，図 5.5の
ようなグラフを得た．このグラフから，300 gと 400 g以外について最適化したグラフを描
き，そのグラフでチューニングを行うことにする．
図 5.5: 予備実験 2:抵抗RM = 4kΩ時の 100 gごとの出力電圧変化のグラフ
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データをそれぞれ 10枚（例：図 5.6）用意して実験を行なった．次に，上記の 5つの食材
について，提案システムを使用しているかのように実際に切り分け，カットされている画
像も含むデータ（例：図 5.7）を用いた実験についても行った．
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表 5.1: 食材 1個の画像データを用いた物体識別実験結果
正答率 [%]
食材の種類 画像識別手法 食材画像識別手法 荷重情報を含む画像識別手法
キャベツ 90 90 100
ブロッコリー 20 20 30
オレンジ 40 50 40
レモン 40 80 80
イチゴ 70 70 70
全ての食材 52 62 64
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表 5.2: カットされている画像も含むデータを用いた物体識別実験結果
正答率 [%]
食材の種類 画像識別結果 食材画像識別結果 荷重情報を含む画像識別結果
キャベツ 100 100 100
ブロッコリー 75 75 75
オレンジ 27.3 45.5 45.5
レモン 33.3 66.7 66.7
イチゴ 80 100 100
















正答率 [%] 54.7 66.3 67.4
表 5.4: 推定値使用時と実測値使用時の荷重情報を含む画像識別結果の違い
推定値使用時 実測値使用時





食材 1個の画像データを用いた物体識別実験のイチゴ 3つ，レモン 2つとなっており，カッ
トされている画像も含むデータを用いた物体識別実験結果だけは影響がない．
図 5.10: 物体識別実験結果まとめ
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図 5.12: 相対誤差の内訳 [%]
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(a) キャベツ (b) オレンジ 1
(c) オレンジ 2 (d) レモン
(e) イチゴ (f) ブロッコリー
図 5.13: それぞれの荷重の実測値と推定値
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